






















研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop and evaluate the Smoking 
Cessation Support Ability Scale: SCSAS to assess nursing students’ ability of smoking 
cessation support and their future smoking behavior. In addition, the study proposes the 
smoking prevention educational intervention which consisted of lectures and exercises 
covering smoking effects on health and daily life, methods of declining an invitation from a 
friend to smoke, and reinforcement of the health professional’s role model function. 
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・対象：A 県内の看護系大学生 253 名 







・分析方法：統計ソフト SPSS Statistics 
19.0J for Windows を使用して，項目分析・
因子分析・因子分析で抽出した下位尺度の
Cronbach の α係数の算出を行った。 
③看護学生の禁煙支援力予備尺度の信頼
性・妥当性を検証し，尺度を完成させる。 
・対象：A 県内の看護系大学生 243 名 





の調査から 2 週間後に実施した。 
・調査内容：対象者の属性，現在の喫煙行動， 
禁煙支援力予備尺度，KiSS-18（Kikuchi’s 




【回答は 7 件法，得点範囲は 33~231 点，高
得点ほど自己効力感が高い。禁煙支援力尺度
とは正の相関が考えられる。】，加濃式社会的
ニコチン依存度調査票（the Kano Test for 
Social Nicotine Dependence: KTSND）【回
答は 4 件法，得点範囲は 0~30 点，高得点ほ
ど社会的ニコチン依存度が高い。禁煙支援力
尺度とは負の相関が考えられる。】 
・分析方法：統計ソフト SPSS Statistics 
19.0J for Windows を使用し，項目分析・I-T
相関算出・因子分析・因子分析で抽出した下
位尺度の Cronbach の α係数の算出・基準関
連妥当性として，予備尺度と KiSS-18，看護
実践における自己効力感尺度，KTSND の得




































































































 対象者 253 名のうち，235 名（回収率
92.9％）から回答が得られた。学年は，1 年
生 58 名（24.7％），2 年生 54 名（23.0％），


















6 因子 25 項目が採用され，これらを禁煙支援
力予備尺度とした。なお，回転前の 6 因子で
25 項目の全分散は 64.4%であった。 
 6 つの下位尺度の内的整合性を検討するた
めに各下位尺度の Cronbach の α係数を算出
したところ，第１因子で α=0.81，第 2 因子で
α=0.93，第 3 因子で α=0.84，第 4 因子で





 対象者 243 名のうち，219 名（回収率
90.1％）から回答が得られた。学年は，1 年
生 60 名（27.4％），2 年生 56 名（25.6％），







非喫煙者 198 名（有効回答率 81.5％，男性
14 名，女性 184 名）を分析対象とした。 
2)禁煙支援力尺度の項目分析と因子分析 
 尺度項目 25項目の反応分布の確認を行い，
項目の平均値が 4.0 以上または 1.0 以下とな









6 項目を削除した。因子名は，第 1 因子・5
項目『リーダーシップ能力』，第 2 因子・3
項目『喫煙の有害性の説明能力』，第 3 因子・
4 項目『コミュニケーション能力』，第 4 因







































対象：看護学生 1 年生 
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